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論文の内容の要旨 
 
（目的）    本論文では，肥満関連肝疾患の改善における運動実践の有用性を明らかにすると
同時に，肥満関連肝疾患の病態改善と進展予防を目指した最適な運動量の探索を
目的とした． 
 
 (対象と方法)  対象者は中年肥満男性とした．課題 1では肥満関連肝疾患における運動単独療法
の効果の検討を，課題 2では肥満関連肝疾患の改善に対する食事療法に運動療法
を加える意義の検討を，課題 3では肥満関連肝疾患における最適な身体活動量の
検討を行った．各課題において，3 ヶ月間の介入前後における脂肪肝および肝病
態因子の変動を調査した． 
 
(結果)     運動実践は体重の減少が少なくても，炎症病態や酸化ストレスの改善を通して肝
脂肪や肝病態の抑止に大いに効果的であることが示された．この改善効果は週
250分以上の中高強度の身体活動量と強く関連することが明らかになった． 
 
(考察)     本研究により，肥満関連肝疾患患者の運動実践の有用性に関する科学的エビデン
スの蓄積が可能となり，運動実践は食事療法と同様に肥満関連肝疾患の病態改善
と進展予防に重要であることが明らかとなった．このことから，肥満関連肝疾患
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の改善には、肥満を中心に据えた食習慣の管理とともに，運動を積極的に実施す
る必要があると考えられる． 
 
審査の結果の要旨 
 
(批評)     本博士論文は，運動実践における肥満関連肝疾患の予防と改善について検討し， 
その改善効果を明らかにしようとしたものである．本研究において，肥満関連肝
疾患患者の運動の有用性に関する科学的エビデンスの蓄積と共に，最適な運動強
度や運動量を提案した点で研究内容の新規性・オリジナリティが高い．一方で本
研究における全体的なメッセージがやや不十分であるとの批評もあった．今後に
おいては運動による代謝改善作用と疾病予防との間の分子メカニズムを詳細に
解明していくことを重要な課題とする． 
  
平成２５年１２月２５日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について
説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合
格と判定した。 
よって、著者は博士（ スポーツ医学 ）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
